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主要な環境パフォーマンスの推移
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【廃棄物排出量･原単位増加の要因】
2017年度期末に発生した廃棄物を2018年度に
処理したため増加しました。

北海道支店

東北支店

北関東営業所
本社（本店）

神奈川営業所

中部支店

関西営業所

中四国営業所

九州営業所

長崎営業所

サイトレポート

サンエイポリマー株式会社 日本ライナー株式会社

「ハイウェイテクノフェア2018」への出展
2018年11月に東京国際展示場で開催されました「ハイウェ
イテクノフェア2018」へ出展しました。ハイウェイテクノフェ
アは、2018年で第15回目となり、『インフラ建設・管理の生産
性向上に資する革新的技術』を注目出展技術として、産業界
のみならず社会にも広く認められたイベントとして発展して
おります。積水樹脂グループとして交通安全製品をはじめ多
数出展し、多くの方に「安全・安心」への提案をしました。

TOPICS

ロードライン マーキュリー ＱＲ工法ATTSU-9 ROAD
水性路面標示用塗料 遮熱性舗装材 コンクリートはく落防止工法

VOC(揮発性有機化合物)を大幅に低減させた、地球環境に
やさしい塗料です。

近赤外線を効率的に反射すること
で、路面の蓄熱を抑え、路面温度
の上昇を抑制します。

コンクリート構造物の剥落を抑制し長寿命化を図れます。環
境配慮型塗料を使用した工期短縮型工法のため従来工法に
比べ、ＶＯＣ（揮発性有機化合物）を約80％削減できます。

環境への取り組み

※GJ（ギガジュール）＝109J（エネルギーの単位）
生産時のCO2排出量と原単位 生産時のエネルギー使用量と原単位 廃棄物排出量と原単位

※回収箱には40個分のリユースカンが入ります。

リユースカンによるゴミ減量への取り組み
紙管の代わりにリユース可能なプラスチックコアを
採用することでゴミを減量する環境にやさしい紙管
レス梱包用バンドです。ご使用中の梱包機にその
まま装着可能です。

リユースカンは専用回収箱で回収、再利用できる仕
様、強度にしています。嵌合部を１ヵ所外すことで
輸送効率を向上させ、再利用時の組立も容易として
います。

リサイクルへの取り組み
破砕機を導入し、回収バンドや生産過程で生じる工場内
ロスなどを破砕･再生し、再生原料として活用すること
で、省資源･廃棄物削減に向けてリサイクルの取り組み
を推進しています。

環境美化運動の実施
宮城県が管理する道路や河川等におけるボランティア活動を支
援する「スマイルサポーター」の認定を受け、2016年度より仙台
松島線の認定区間の清掃活動を行っています。今後もこのよう
な活動を継続し、地域への環境貢献に取り組んでいきます。

梱包資材 リサイクルシステムのフロー

環境への取り組み

環境製品
環境にやさしい製品の開発、販売により環境負荷の
低減と減災・防災に取り組んでいます。

ハイウェイテクノフェア2018

スマイルサポーター活動

所 在 地：山口県岩国市周東町祖生6370
主要生産品目：梱包用結束バンド、包装用フィルム
設立年月：1970年5月
敷地面積：23,453㎡

本社所在地：東京都江東区新大橋１丁目８番11号
主要営業品目：路面標示、舗装材、 構造物メンテ、 安全資材
設立年月：1965年８月

リユースカンの回収方法

リユースカン対応品。回収箱。リユースカン対応品。回収箱。
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